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『アジアの灌漑制度
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はじめに

灌漑とは，人為的な上作物を用いて作物の生育に

必要な水を圃場に弗いたり，過剰な水を圃場から排

出する営みである。アジア諸地域における灌漑農業

の歴史は他地域より広範て長期にわたるとはいえ，

焼畑や畜産などの非灌漑農業に比べて狭くかつ浅い

しかしながら，ひとたび灌漑を基盤とする農業が成

立すると，その生産性の翡さという圧倒的な優位性

から，非灌漑農業を補完的な地位に追いやってしま

った，）その意味て、，アジアの農業は本質的に灌漑農

業である。

麦を中心とする耕種農業にとって過イ道足なく降水

はがあり，灌漑農業をほとんど経験しなかった西ヨ

ロッパ近代は，アジアの植民地化を通じてはじめ

て灌漑や排水の重要性に気づく。しかし，異文化社

会に強権的な植民地支配を推し進める過程であった

というが幸なポ情から，土木事業の対象としての水

利施設の意義に限定されていたc，西ヨーロッパにお

ける社会生活の経験に甚づいて， 19世紀に確立する

社会科学研究の方法は，西欧以外の灌漑農業社会を

視野の外においていた。

アジアの社会科学は，異文化である西欧近代の科

学思想を飲み込み，無理を承知で人類の普遍文化で

あると思い込みながら，灌漑制度の研究を始めざる

をえなくなった。湘漑農業社会における自らの経験

を理論化し，アジアに固有の社会科学を牛み出す試

みは、決して容易な事業ではないc、やむなく，輸人

学問を頼りにするというねじれ現象に気づきなから
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も，多くの研究者は土木工学の対象としての水利施

設の建設や維持，あるいは植民地支配機構としての

水利行政に即した実証的な研究に自己限定すること

になる。しかし，水の循環的な利用について研究を

進めれば進めるほど，構造物の思想から離れて独自

に理論的な枠組みを構築する必要は切実になる。ア

ジアの漕漑農業研究に踏み込んだ者が直面する，方

法論上の難題である。

本書は， 13名の研究者が執筆した大著である。こ

の大著もまた，灌漑農業研究の難問と格闘する営み

の産物といえよう。大東文化大学国際関係学部教授

の堀井健二を代表者とする共同研究プロシェクト

「アシア諸国の灌漑制度の比較研究 水利用の効

率化に向けて＿」（1992・ 93年度）の成果を取り

まとめたものである C 代表者である堀井健三が不運

にも志なかはで病に倒れ他界した事情から，実質的

には同し大東文化大学国際関係学部教授の篠田隆と

多田博ーが編集を行った。調査研究の対象地域は同

種の先行研究に比して最も広範であり，韓同からエ

シプトまでの12カ国に及んでいる。このうちインド

についてのみ，大規模灌漑と小規模灌漑に分けて 2

名が担当している。

本古は｀アシアの灌漑制度の中になぜか日本の章

を含まない。明治になって西洋の学問を輸人する以

前から，紀州流や伊奈流に代表される固有の土木技

術体系を持ち、過剰なまでに新田開発を進めてきた

日本の経験は，アジアの灌漑制度の議論には参考に

しにくいのかもしれない。西洋の研究成果を祖述す

ることから始める日本のアシア研究の伝統に忠実で

あろうとすれは、日本の公共投資のみならず政治シ

ステムにまで絶大な影響力を持ち，土建国家とまで

呼はれるに平．る日本の灌漑制度は，アシアの枠組み

には収まりきれない(/)であろうかのこの点に関して、

本書は沈黙したまま完結する。

構成と内容

この労作は，社会科学における新たな研究分野の

開拓であると同時に，アシア諸国における灌漑制度

に関するハンドプック的な性格をあわせ持っている。
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その概要を知るため，はじめに本書の構成と執筆分 端水路の浚渫や除草も思うにまかせない。櫻井論文

担を紹介しておこう c

序文 （堀井健三・篠田 隆）

中国一ー四川省成都平原の事例を中心として

（内田知行）

韓国一ー漢江農地改良組合の事例を中心に

（櫻井浩）

フィリピン 非灌漑地域における灌漑稲作

（梅原弘光）

マレーシア＂＂＂灌漑政策の展開と特質

（堀井健：：：：）

タイ 焼畑栽培民における濯漑稲作の導入

（吉松久芙子）

ピルマーーチャウセー地方の河川灌漑と農業

（裔橋昭雄）

バングラーデーシュ 浅管井戸灌漑による農村

の変貌 （藤田幸一）

ネパール タライ（平原部）の開発と水利組合

（篠田隆）

インド① 大規模灌漑の発達 （南紐猛）

インド②ーー小規模灌漑の発達 （多田博ー）

パーキスターンー 用水路・地ド水灌漑の経済的

分析 （黒崎卓）

イランー一束部地方の地下水灌漑 （／京 降ー）

エジプトー一灌漑制度改革の新段階

（長沢栄治）

あとがき （篠田 隆・多田博ー）

中国を取り上げた内田論文は，農業集団化の頂点

であった人民公社が解体し、 1980年代なかば以降に

個人農制が普及するにつれて囀水利・灌漑設備への

軽視が顕著になったことを教えてくれる。アシアの

灌漑農業は，個別的な営農だけでは完結することか

できない。節水しようという主体的な誘因が働かな

い最近の中国殷業は， ヨーロッパ近代には無緑てあ

った濯漑農業の持つ地域的な共同管理・共同所伯の

特質を，改めて考えさせることになるであろう。

離農離村が進む韓国では，水利施設の維持管理を

担ってきた農民組織（興展楔）が崩れつつあり，木

によれば，政府の補助金に依存する度合いが高まり．

その結果として農民自身の組織であるという固有の

性格が乏しくなり，韓国では農地改良組合の国有化

論が出ている。しかしながら，まったく国有化論が

出ないまま農林水産省構造改善局の代行機関化して

しまい，晨業土木系の官僚か選挙に立候補するとき

の集照マシーンになっている日本の土地改良区より

も，韓国の方がまだ健全かもしれない。

梅原論文が扱うフィリピンては非灌漑農業が支配

的てあり，ルソン島北部山地の棚田地帯とイロコス

地方の一部を除いて灌漑農業の伝統がないc しかし，

「緑の革命」とともに小型揚水機を用いた地下水灌

漑が始まったc たか。第二次石油危機に伴う燃料費

や電力料金の急騰か，灌漑農業展開の限界になった。

また灌漑ポンプによるヽ、斉の地ド水汲み七げは．地

下水位の低下を引き起こしている c 灌漑農業が始ま

ったとたんに，過剰開発の危機が始まるという事態

に遭遇している。この危機はアジアの多くの農業地

帯に共通している c

マレーシアを扱った堀井論文は，灌漑行政の史的

展開を解明しながら，灌漑用水とそれ以外の工業用

水や生活用水の競合の考察に向かっている Cヽ しかし，

長かった闘病生活のためか，論点か十分展開されて

いないとの印象を受ける。本書の末尾に紹介されて

いる英文論文は． H本農村との比較か主題であり，

日本の灌漑農業を含まない本内の中ではきわめてホ

唆的であるこの論文I})ように日本農村と比較しな

から論じると． H本の読者に神益するところが多い

であろう。

タイ I})灌漑農業について出すぐれた先行研究か

多い。そのなかで，伝統的に焼畑農業に従事してい

たカレン人農民が，生産性の裔い水田稲作に取り組

み始めた導入過程に着目した占松論文は異色である。

北部タイの山地において非定住民のカレン農民が始

めた灌漑稲作の魅）］と同時に，その導人かもたらす

社会関係上の困難な点を説いている。水利技術や灌

漑農業の条件かあったにもかかわらず，基本的に夭

水農業に留まったイサーン農民と対比することかで

きれば，し》っそうその特質が判然としたのてはなか
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書評

ろうか。

上ビルマのチャウセー地方における河川灌漑を研

究した高橋論文は，日本農村との比較を本書の中で

は最も強く意識しながら書かれている。農村社会に

おける水争いの詳細な報告は，個別的な営農や水利

用が厳しく制約される農民生活の現実をT寧に描い

ている。欧米諸国の支援や期待にもかかわらず， t:

ルマ社会の民主化が歩む道もまた，灌漑農業に従事

するチャウセー農民の罹かれた条件から大きく離れ

ることはできないであろう。灌漑制度の研究が必要

となる(})は効率化のためというよりも， どちらかと

いえば高橋論文のように社会関係の独自性を明らか

にするためであろう。

バングラーデーシュにおける農業発展の原動力か，

浅管井戸灌漑の普及にあったことを示し，売水の詳

しい経済分析を行った藤田論文は，地下水市場とい

うきわめて特殊な市場においても，市場の諸力か効

率性と公平性の両方を促進してきたと論している。

しかし，長期的に見れば．地下水灌漑の無政府的な

開発は，灌漑面積の拡大と水利費率の低下を結びつ

けたが，それは同時に地下水の水位低下や枯渇を招

くことになる。農業成長や農村の変貌の彼方に現れ

る事態に注意を喚起し，灌漑農業研究の方向を示唆

している。

ネパールの平野部における水利組合の活動を調脊

した篠田論文は，タールーという少数民族に着目し，

灌漑施設の建設が進むとともに，先住民の権利か奪

われてゆく過程を検討している。北タイのカレン人

の場合とはまったく異なり，歴史的に灌漑農民であ

ったにもかかわらず，森林を開しヽて人柏してきた多

数民族によってキ＾導権を奪われていく c しかし，灌

漑農業の困難に積極的に立ち向かい，施設の維持管

理労慟を引き受けることを通じて，社会発展に参油I

しようとする点においてカレン人農民の課題と共通

している。

インドの大規模灌漑を扱った南埜論文は，ダム建

設の推移を追いながら計画と実績のギャップについ

て報告している。特に，チャンバル計画を巾例にし

て楊水灌漑との比較検討を行い，双方の問題点を明

ボしている。大規模灌漑の導人に11’う，末端の水管
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理方式として水利用効率の高いワーラーバンディー

と呼はれる配水制度が一時的に実施されたものの、

農民の関心が薄くすぐに放棄されてしまった事情を

述べている。そして，用水路灌漑の導入が，、引後的

な井戸灌漑の普及誘因になったと論しる c

ィンドの小規模灌漑を扱った多田論文ぱ｀ 1960年

代後半以降に，この分野で主流をなすに至った地下

水灌漑の急速な発達をt題としている c 標高の高い

ところから低い地点へ自然に流下する水を利用する

他の灌漑方式と異なり，霞力の加速度に逆らって動

力を用いて揚水する地下水灌漑は，疑似表流水を水

源にする場合か多い事情も加わって過剰開発が表面

化しやすい特質を持つ。 tに過剰開発問題を考察し

た多田論文は，その解決法として法的規制と表流水

J)併合利用とを紹介している。

世界有数の規模を誇るパーキスターンの灌漑農業

は，塩害と湛水の被害により永続困難な危機にさら

されている。黒崎論文はパンシャープ州の用水路・

地下水灌漑併用地域の経済学的分析を行い，水利組

合の組織化や水利費の料金設定が，灌漑用水を効率

的に利用する経済誘因を与えていないことを明らか

；こしにそして，地下水の売買市場のおかけで，管

井戸の有無が士地生産性の絶対的な格差につなかっ

ていないことを指摘している。

カナートという名称でよく知られているイランの

地下水灌漑を研究した原論文は，山地型と平地型と

に分けて農村における水利用の実態調在報告を行っ

ている。さらにイラン革命後の灌漑状況を紹介し、

動力揚水化と深管井戸灌漑化の進展かカナー 1、水凪

の減少や枯渇を引き起こしていると論じ，砂漠化の

進行を憂慮している，）

長い歴史を持つ伝統的なベイスン灌漑に代わって

通年用水路か普及したエシプトても，塩害と湛水の

被害か深刻化しつつある。この問題をサーキヤとい

う揚水機具をめぐる伝統的な灌漑組織の面から検討

した長沢論文は，共同作業への農民参加の減少が直

接的な灌水労働のみならず，水路の浚渫作業におい

ても進行していることを報告している。そのため水

をめぐる利害の調節機構や農村において多発する紛

争u)解決方法が，水利組合の組織化にとって重要な
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課題であると強調している。

II 評価と問題点

この共同研究が目指した学問上の貞献は，序文に

従えば，主として次の 3点である C 第 1}こ，できる

だけ多くのアジア諸国における灌漑の現状を-•わが

国」に紹介する。第 2に従来不十分てあった灌漑

体系の末端農村における水利用の実態調在を行う＾

第 3に，灌漑用水以外の分野における水利用につい

て考察する (6ヘーシ）。

しかしながら，学問に国境がないという立場を承

認するのであれば， H本政府の公文溝0)ように―ゎ

が国」と表記するのはふさわしくないc 読者にとっ

て，執筆者の国籍を判断する資料かないので、「わ

が国」の代わりに国名を明示することか望ましい{

本書のアジアは，中国に始まりエシプトて終わる，

日本がアシアの灌漑制度の中でとのような位骰を占

めるのかまったく言及しない編集方針と，「わが国→

という表記上の立場が照応しているのてあろうか3

国名の表記や日本問題を除けば，これらの 3点は

本着の重要な貞献として高く評価されるべきである

とりわけ、すべての執筆者か灌漑用水0)末端圃場を

訪ね．水利用の当事者から詳しい聞き取りを行うと

しヽうフィールド・ワークは， この種(J)課題にとって

最も適切な研究方法である 初代学部長てあった大

野盛雄の研究方法が，大東文化大学国際関係学部0)

学風として定行しつつあることを教えてくれる業績

でもある。

他JJ,本畠の副題である 水利用の効率化ーとし¥

う概念については， 十分な議論が展開されていると

は言い難い。序文によれは，「水利用効率を引きド

げているiて要な原因は，灌漑施設の不備と老朽化，

非効率な灌漑行政，受益農民間における水利組合の

未展開あるいは未成熟の 3要因てある- (1ペーシ）

という形で梢極的に規定されている。ならは，アシ

ア農業は新鋭灌漑施設の整備，灌漑行政の強化およ

び水利組合の展開を目標とすべきであろうか。

効率性が費用便益分析のような狭義の経済学的な

規定に従うのであれは，インドのナルマダ水系にお

書 評

けるサルダル・サロバル・ダムのように20万人の住

居が奪われようとも，グジャラート州における灌漑

農業の生産性を高め，「水利用の効率化」を実現す

ることになる。身近な経験を振り返れは，葵大な土

地改良投資を担った灌漑行政と選挙に強い土地改良

区の組織化を展開してきた日本農業の経験か， r水

利用の効率化 として多くのアシア諸国における農

業のモデルとなりうるてあろうか。「水利用の効率

化」を本書の主要な課題とするのであれば，水惑星

としての地球における水サイクルを全体として把据

するため，気象学，水文学，水坪学，地質学等の関

連諸科学の成果を取り人れるへきであろう。そして

凶水年確率の採用基準，圃場の計画用水鼠，量分水

施設の操作性，用排水の反復利用率，水位維持に必

要な用水路上のロスなとに関心を払う水利工学を参

照し，環境の負担を十分に配慮した上て，非灌漑農

業との利害得失を論しる必要かあろう。

河川（水路）灌漑，貯水池（溜池）灌漑，地ド水

（井戸）灌漑なとの行政上の必要から生まれた灌漑

施設の分類方式を研究上の前提にするならぱ，いく

ら効乎：化について細かな経済分析をしても結果とし

て過剰開発への道を掃き清めるたけに終わる心配が

ある逆に灌漑官僚制やその非効率を批判するので

あれは，灌漑制度の前提そのものを問うことか求め

られよう，、

こCJ） ような論点を含め。灌漑農業研究は多くの問

題を抱えているか，広範なアシア全域の灌漑制度を

取り上けて，多角的に論じた研究としては画期的で

あり，次代に継承されるへき優れた成果てあるッ粕

例の少なし iハンドプ，J クとして活用する読者には，

灌漑技術関連の用語，カソチャー・ワ ー フ ー ） 9/ T 

ィー (I9'ーキスターン）など0)地域的な情f」i. 水利

関係0)地域的な度吊衡のメートル法への換算，調在

時における通貨0)交換比率なとについての解説や索

り1か巻末にあれは，本苫の価値を一層高めることに

なったてあろう，9

おわりに

本畠をひもときながら，そこかしこて追憶の念を

99 



1997090102.TIF

平-6-a 書

禁じがた＜諌書が中断されたことを，最後に告白し

ておく。評者は，本研究の代表者であった故堀井健

三と1960年代の初頭以来，彼の故郷でもあった新潟

県の農村調査をはじめさまざまの共同研究を行って

きた。各地の水利慣行を学ぶため旅を続けた日々の

思い出が念頭から消えず．この報告書のページを繰

る手が鈍ってしまった。

調査地において同じ事実をめぐって．可能な解釈

の限界を極度に拡張しようと主張する評者をたしな

め，折に触れて中庸の道の大切さを説きつづけた堀

井健三の真摯な表情を忘れることができない。この

書評は，師友の故玉城哲や本書の執筆者を含む多く

の研究仲間とともに，農業水利の特質についてにぎ

やかな論議を続けた調査旅行の延長戦でもある。長

年にわたって，着実にマレーシア農村の経済調査を

行い，その成果を集大成することなく，再び長い旅

に出てしまった堀井健三に，この拙い文章を捧げた

し)

゜
（龍谷大学経済学部教授）

IOO 


	はじめに
	I 構成と内容
	II 評価と問題点
	おわりに

